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濡
れ
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っ
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＜
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と
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き
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冷
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が
身

に
し
み
、
秋
、
本
番
も
近
く
な

最
果
で
や
海
ひ
と
す
じ
の
晩
夏
光
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梶 浦 イ ツ

古 川 リ ワ

渋 谷 み よ

小 林 お り

工 藤 そ わ

梶 浦 そ わ

佐 藤 蔵太郎
葛 西 そ よ

鳴 海 萬 太

高 田 き た
浜 田 和二郎
宮 崎 清 吉

山 田 よ ね

成 田 れ ん

糸 谷 健 治

奈 良 長 市

奈 良 ス .ゲ
木 村 忠 吾
成 田 り さ
三 浦 み ゑ

日 本 み よ

湯 浅 ナ ヨ
秋田谷 コ ト
櫛 引 よ ね
中 村 清次郎
三 和 フ ヨ
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さ

助

マ

ミ

セ

セ
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マ
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ユ
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仁
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金

イ
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ト

ツ

ュ
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島
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桂川
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磯松
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太田

磯松
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7

綱
関
脇
結
卿

横

大

関

小

前

工 藤 石五郎
村 山 正 三

柏 谷 と め

山 田 弥 一

言 西 重 蔵

葛 西 磯 吉

秦  ミ ヤ
奈 良 久 吉

青 山 貞 作

工 藤 ゆ き

山 本 ナ ヨ

山 崎 み よ

葛 西 は ま

佐 藤 く に

山 田 つ ぐ

白 川 カ シ
奈 良 タ ヨ
武 田 忠次郎
工 藤 留 吉

自 川 そ よ
浜 田 マ ユ

葛 西 は つ
浜 田 男 茶

成 田 は る
Jヽ 山 ま る
佐 藤 ア サ

木 村 源一郎
石 岡 あ さ
伊 南 政治郎
工 藤 男 治

吉
:田  さ と
奈 良 仁二郎
和 嶋 き ね

相 沢 長一郎
米 谷 き く
秋田谷 ク ニ
小山内 そ ど
加 福 良 吉

萬 谷 ア サ

奈 良 兼 吉

和 嶋 勘次郎
奈 良 豊次郎
豊 島 三之助
九 山 末 吉

武 田 キ ク

山 田 清 li

小 寺 ヨ シ

木 村  ク ニ

葛 西 キ ミオ
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28。  7. 6
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30. 6. 1

30。  6. 6
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30.11.10

30.12. 7

30.12.10

31.1。 10

31. 5。 21

31. 7.20

31. 9。 28

32. 2.23

32. 8.12

太田

相内

相内

脇元

脇元

磯松

相内

十三

太田

太田

太田

職松

脇元

相内

脇元

相内

太田

太田

脇元

相内

十三

脇元

十三

脇元

十三

相内

十三

脇元

磯松

太田

相内

太田

磯松

磯松

相内

桂川

十三

十三

脇元

太田

磯松

太田

十三

太田

大田

脇元

相内

十三

脇元

(こ の番付はりl治 32年 8月 31日 までに生れた方を対摯とし、昭和52年 9月 1日現在で作成しました )゙



方
コ♂

九
月
十
五
日
は

「敬
老
の
日
」
。
村
で
は
今
年
も
、
長
寿
番

付
を
作
成
し
、
長

い
問
社
会

に
貢
献
し
て
き
た
お
年
寄

り
を
顕

彰
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄

り
は
九
月

一
日
現
在
で
三
百
八
人
、

総
人
口
の
七

・
四
％
を
占
め
て
お
り
、
八
十
歳
以
上
は
六
十
八

人

（男

２６
人

・
女
４２
人
）
で
総
人
口
の

一
・
七
％
と
な

っ
て

い

ま
す
。

番
付
は
、
竹
谷
ト
ミ
さ
ん
の
引
退
で
東
横
綱
に
梶
浦
イ

ツ
さ

ん
が
ま
わ
り
、
西
横
綱
に
工
藤
石
五
郎
さ
ん
が
昇
格
し
ま
し
た
。

ま
た
、
夫
婦
揃

っ
て
の
幕
内
、
十
両
は
、
葛
西
磯
吉

。
そ
よ

さ
ん
、
佐
藤
蔵
太
郎

・
ア
サ
さ
ん
、
浜
田
男
茶

。
マ
ュ
さ
ん
、

山
田
弥

一
・
ユ
ミ
さ
ん
、
武
田
忠
次
郎

。
キ
ク
さ
ん
の
五
夫
婦

で
す
。 八

十
歳
以
上
の
幕
内
は
六
十
八
人

横
綱
は
梶
浦
さ
ん
と
工
藤
さ
ん

績綱梶鴻さん

第
五
回
老
人
ク
ラ
ブ
福
祉
大
会

四
％
を
占
め
、
逆

に
医
療
費
で

は
．１
卜
％
を
占
め
る
と

い
う
、

老
人
の
健
康
が
問
題
と
な

っ
て

お
り
、
健
康
管
理
に
は
高
令
を

用
す

こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
長
峰
鶴
田
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
講
演
が

あ
り
、

つ
ぎ
の
と
お
り
大
会
宣

言
を
採
択
し
ま
し
た
。

①

村

に
老
人
憩

の
家
を
建
設

す
る
こ
と
。
各
部
落
現
有
の
公

民
館
施
設

の
老
人
集
会

に
便
宜

②

ね
た
き
り
老
人
や

一
人
暮

し
の
友
愛
訪
問
運
動
を
展
開
す

③
積
極
的

に
老
人
検
診

に
参

加
し
健
康

の
保
持

に
つ
と
め
る

④

変
転
す
る
社
会
や
家
族
制

度

に
順
応
出
来
る
高
令
者
教
育

に
は
積
極
的

に
参
加
す
る
。

な
お
、
大
会
が
終

っ
て
か
ら

磯
松
婦
人
会

の
レ
ク
リ

ェ
ー

ン

ョ

ン
な
ど
を
楽
し
み
、
な
ご
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
し

大
会
は
終
始
な
ご
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
が
、

Ｃ
社
会

に
順
応
し
て
い
く
た

め
に
も
教
養
を
積
み
、
み
ん
な

に
愛
さ
れ
る
老
人

に
な
ろ
う
。

②

日
常
の
健
康
管
理
に
高
全

を
期
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
活
発

に
し

ょ
う
。
の
二
点
を
中
心
に

話
し
合

い
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

人
日
の
老
令
化

に
よ

っ
て
、

老
人
福
祉

の
問
題
は
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す

が
、
本
村

で
は
独
自
の
敬
老
年

金

の
支
給
、
家
庭
奉
仕
員
の
配

置
な
ど
老
人
福
祉
施
策

の
充
実

し
か
し
、　
一
方
で
は
七
十
歳

以
上
の
老
人
が
総
人
口
の
七

・

E東 方コ

■地区別70歳 以上の人口   (昭 52・ 9・ 1現在)

みんなに愛される老人になろう

大会はi20人 のお年寄りが集って盛大に行われました。



９
月
２‐
日
１
３０
日

秋
の
交
通
安
全
運
動

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
安
全
励
行
を

秋
の
交
通
安
全
運
動
は
、
九
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
の
十
日
間
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
の
ね
ら
い
は
、
①
一暴
走
、
飲
酒
運
転
の
絶
減

②
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止

③
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
、
の
三
点
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

暴
走
、
飲
酒
運
転
は
い
ぜ
ん
　
　
は
、
常
識
で
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
し
て
あ
と
を
断
ち
そ
う
も
な
　
　
と
で
す
が
、
酒
を
飲
ん
だ
ら
乗

く
、
交
通
事
故
発
生
の
大
半
を
　
　
らヽ
な
い
、
乗
せ
な
い
、
運
転
す

占
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
る
と
き
に
は
飲
ま
せ
な
い
。
の

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
、
　
　
三
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
守

大
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
　
　
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

く
、
村
で
は
、
若
い
ド
ラ
イ
バ
　
　
　
■
愛
の
ひ
と
声
運
動
を

―
の
暴
走
運
転
を
抑
止
す
る
た
　
　
　
道
路
の
利
用
者
で
、
も

っ
と

め
、
家
庭
、
職
場
等
を
と
お
し
　
　
も
弱
い
立
場
に
あ
る
の
は
歩
行

て
安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
　
　
者
で
す
が
、
と
く
に
子
ど
も
と

し
て
ぃ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
り
の
事
故
が
増
え
て
い
ま

■
や
め
よ
う
飲
酒
運
転
　
　
　
す
ｏ
家
庭
や
町
内
で
は

「愛
の

ま
た
、
酔

っ
ば
ら
っ
て
車
の
　
　
ひ
と
声
」
運
動
を
推
進
す
る
よ

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
い
う
こ
と

　

いつ
、
村
で
は
運
動
期
間
中
、
あ

市
浦
村
農
業
協
同
組
合
の
理
　
　
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

“ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
Ｐ

Ｒ
す
る
予
定
で
す
。

■
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、

身

の
安
全
を
保
障
す
る
と

い
う

こ
と
を
認
識
し
、
着
用
を
習
慣

づ
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

．
運
動
期
間
中
お
も
な
実
構
事

項
は

つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

□
二
十

一
日
　
広
報
車

に
よ

る
街
頭
宣
伝
、
チ
ラ
シ
毎

戸
配
布
、
交
通
安
全
三
角

塔
設
置

（消
防
署
通
り
十

三
方
向
三
菱
路
）

□
二
十
二
日
　
脇
元
保
育
所

に
自
鳥

ク
ラ
ブ
結
成

□

二
十
四
月
　
交
通
安
全
宣

誓

一
萬
人
作
戦
署
名

□

二
十
六
日
　
チ
ラ
シ
毎
戸

配
布

□
理
事
　
佐
藤
与

一
、
佐
藤

進
吾
、
小
笠
原
金
道
、
山
田
進

（相
内
）
、
青
山
香
、
奈
良
銀

蔵

（太
阻
）
、
葛
西
敬
太
郎
、

高
谷
育
之
進

（脇
元
）
、
藤
田

岩
夫

（小
泊
）

□
監
事
　
秋
田
谷
納

（相
内
）

長
尾
平
内

（十
三
）
、
瓜
田
金

四
郎

（小
泊
）

―
像
“
―

〈あすなろ国体秋季大会日程と会場一覧〉 匡量ll露13:IIIヨ
村では、あすなろ国体秋季大会の競技

参観希望者を下記により募集します。せ

っかくの機会です。ふるってご応募くだ

さい。

各競技開催期間中、毎日パスを運行し

ますが、料金は無料です。

■申込資格 村内に居住するかた。
■申込の方法 往復はがきに住所・氏名

電話番号を明記の上教育

委員会宛申込むこと。

①参観は1人 1種目1回 と

する。

②参観競技範囲は青森市を

含む津軽地区とする。

③体操は300円 の入場料を

負担のこと。

C参観者多数のときは抽せ
んとする。

⑤参観決定者には返信用は
がきで通知する。

■申込期日  9月 25日 必着のこと。

○ 競技日 ◎ 開始式会場 O表 彰式会場

会場地

青森市

県総合運動場 陸 ll競技場

閉   会   式

(暉年男子 )

(少年男子 )

(少年女 F)

県営体育舘 (中央三「 目

県立申央高校 (浦  「 r)

自転車ロードレ 津軽半島用lpl(市 浦村

県総合運動場 庭 球 場
:ド民総合体育舘(合浦 i「 日

市民体育舘(弘前五 l‐石町)

市民総合体育舘 :(栄町)

県営野球場  市営野球場

市運動公田野球場

長根公園野球場はか



交
通
安
全
、
青
少
年
の
非
行
問
題

な
ど
熱
心
に
話
合
わ
れ
ま
し
た
。

勁 のしおり

老人や身障者と税金

懲翼奮:

国

で
は
、
お
年
寄

り
や
心
身

障
害
者
な
ど
社
会
的
、
経
済
的

に
弱

い
立
場

に
あ
る
人
に
対
し

て
、

い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
行

っ

▽
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
で
、

所
得
金
額
が

一
千
万
円
以
下
の

人
は
、
基
礎
控
除
な
ど
の
ほ
か

に
老
年
者
控
除
と
し
て
二
十
三

万
円
が
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
や

恩
給
を
受
け
て

い
る
場
合
、
老

年
者
年
金
特
別
控
除
と
し
て
七

十
八
万
円
を
収
入
金
額
が
ら
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ｏ

▽
七
十
歳
以
上

の
お
年
寄
り

を
扶
養
し
て

い
る
人
は
、
老
人

扶
養
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か

ら
二
十
五
万
円
を
控
除
で
き
ま

す

（
通
常

の
場
合

は
二
十
九
万

円

）
。

▽
心
身
障
害
者
が
受
け
ら
れ

る
特
典
と
し
て
、
所
得
税

で
は

障
害
者
控
除

（
一
人
当
り
二
十

三
万
円

）
、
相
続
税
で
は
障
害

者

の
税
額
控
除

（七
十
歳

に
達

す
る
ま
で
の
年
数

に
三
万
円
を

か
け
た
金
額

）
な
ど
が
あ
り
ま

そ
の
ほ
か
に
も
、
身
体
障
害

者
が
自
ら
運
転
す
る
乗
用
車

に

は
物
品
税
が
か
か
ら
な

い
と
か

身
体
障
害
者
を
多
く
雇
用
し
て

い
る
事
業
所

に
は
設
備
な
ど
の

償
却
費

の
割
増
し
を
認
め
る
措

置
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

住
民
と
警
察
が

一
体
と
な

っ

て
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の
な

い

明
る

い
社
会
を

つ
く
ろ
う
―
と

十
日
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で

「
民
警
懇
談
会
」
が
開
か
れ
ま

金
木
署
か
ら
は
村
上
署
長
を

は
じ
め
防
犯
、
警
備
、
交
通
関

係

の
幹
部
が
参
加
、
村
側
か
ら

も
自
川
村
長
、
斎
藤
教
育
長
は

じ
め
役
場
関
係
者
、
交
通
安
全

諸
団
体

の
代
表
、
住
民
ら
約
五

十
人
が
参
加
し
て
活
発
に
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

金
木
署
管
内
で
は
、
本
村

の

少
年
非
行
が
増
加
の
傾
向
に
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
村
上
署
長
が

少
年
非
行
防
止
の
た
め
の
地
域

ぐ
る
み
の
活
動
を
強
調
、
交
通

事
故
で
は
や
は
り
交
通
三
悪
が

最
大

の
原
因
だ
と
し
て
三
悪
追

放
を
呼
び
か
け
ま
し
た
（〉

続

い
て
担
当
係
が
管
内

の
犯

罪
、
交
通
事
故
の
状
況
を
説
明

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

住
民
側
か
ら

「十
三
橋
で
の

釣
り
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
の
に
、

結
構
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
る
人

が
多

い
。
ま
た
橋
上
で
の
駐
車

は
困

っ
た
も
の
だ
」

「大
型
ダ

ン
プ
が
道
路
に
土
砂
を
散
ら
ば

し
、
わ
が
も
の
顔
で
走

っ
て

い

る
。
取
締

っ
て
ほ
し

い
」

「新

し
く
舗
装
さ
れ
た
大
田
道
路
に

路
側
帯
、
横
断
歩
道
、
そ
の
他

の
標
識
を
設
置
し
て
ほ
し

い
」

「村
内

で
の
少
年
犯
罪
の
増
加

の
原
因
は
―
」
な
ど
の
質
問
が

出
さ
れ
、
警
察

の
担
当
者
、
役

場
側
か
ら
も
て

い
ね

い
な
回
答

が
あ
り
、
交
通
安
全
、
青
少
年

非
行
防
止

に
民
警

一
体
で
取
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

煙
の
な
い
さ
わ
や
か
な
国
体
を

ワ
ラ
焼
き
中
止
運
動
に
協
力
を
―

西
北
五
地
方
は
、
稲
刈
時
期

　

本
番
と
稲
刈

の
最
盛
期
が
か
ら

に
な
る
と

「
ワ
ラ
焼
き
ス
モ

ッ
　

合

い
そ
う
な
気
配
で
、
そ
れ
に

グ
」
が
例
年
問
題
と
な

っ
て
い
　

伴
う

ワ
ラ
焼
き
公
害
が
心
配
さ

今
年
は
、
あ
す
な
ろ
国
体
が
　
　
　
ワ
ラ
焼
き
ス
モ

ツ
グ

に
よ

っ

青
森
県
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
　
　
て
、
国
体
競
技

に
支
障
が
起

こ

が
、
十
月
二
日
か
ら
七
日
ま
で

　

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
津
軽

の
恥

秋
季
大
会
が
全
県
下

に
わ
た

っ
　
　
を
全
国

に
さ
ら
す

こ
と
に
な
り

て
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
ま
す
。
そ

こ
で
、
津
軽
地
方
を

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
稲

の
成

　

中
心
に
国
体
期
間
中

の
ワ
ラ
焼

育
状
況
か
ら
す
る
と
、
国
体
の
　
　
き
中
止
運
動
が
始
ま

っ
て

い
ま

各
都
道
府
県

の
代
表
選
手

に

気
持
よ
く
実
力

を
発
揮
し
て
も

農
家

の
ワ
ラ
焼

き
を
自
粛

し
て

各
農
家

に
も

作
業
上

の
都
合

う
が
、
稲

ワ
ラ

活
用

に
も
意
を

用

い
、
是
非
ご

協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願

い
し

稲ワラは焼かないで推肥にして、土づくりを一



つ
と
め
ま
し

ょ
う

に
住
ん
で

い
て
も
、
家
の
す
ぐ

環
境
の
美
化
I〔ニ

―
墜
８

１

裏

の
松
林

に
悪
臭
を
放

つ
ゴ
ミ

溜
め
が
あ

っ
た
り
、
側
溝

に
い

っ
ぱ

い
ゴ
ミ
が
詰

っ
て
腐
敗
し

て

い
た
の
で
は
、
良

い
環
境
と

ゴ

ミ

処

理

の

ルき

表
面
上
の
生
活
は
き
ち
ん
と

し
て
も
、
ゴ
ミ
処
理
の
し
か
た

一
つ
で
そ
の
人
の
生
活
と
心
の

裏
側
が
わ
か
り
ま
す
。

交
通
に
は
交
通
ル
ー
ル
が
あ

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
．

①

燃
え
る
ゴ

ミヽ
、
燃
え
な

い

ゴ
ミ
に
分
け
る
。
②

決
め
ら
れ

た
日
に
決
め
ら
れ
た
場
所

に
出

す
。
③

入
れ
物
は
き
ち
ん
と
し

た
も
の
を
用

い
外

に
も
れ
な

い

今
年

こ
そ
は
、
健
康

の
た
め

に
も
、
美
し

い
自
然
を
守

る
た

め
に
も
、
み
ん
な
で
力
を
合

せ

て
環
境
の
美
化

に
つ
と
め
た

い

も
の
で
す
（）

―

ル
を

ち

ん

と

守

ろ

う

キ

つ
に
す
る
。
④

家
電
口
ｍ
は
、

人
体
に
有
毒
な
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
ま

れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
処
理
を

一
歩
誤
る
と
あ
な
た
だ
け
で
な

く
、
あ
な
た
の
後
代

に
ま
で
影

響
を
お
よ
ば
し
ま
す
の
で
、
指

定
さ
れ
た
日
以
外
は
絶
対

に
出

お
互

い
に
こ
の
ル
ー
ル
を
守

リ
ゴ
ミ
の
集
積
場
所
を
提
供
し

て
く
れ
て
い
る
方

々
に
迷
惑
を

か
け
な

い
事
が
大
切
で
す
。

口́「お誕生

木
村
　
貴
子

（桂
川
）

一
敏

亀
田
香
奈
子

（十
三
）
幸
美

奈
良
　
克
司

（十
三
）
勝
弘

工
藤
　
　
恵

（十
三
）
伍
郎

秋
田
谷
僚
子

（相
内

）
信
義

工
藤
ち
え
こ

（相
内

）

繁

種
田
　
一示
子

（磯
松

）

弘

林
崎
　
真
琴

（脇
元

）

譲

成
田
　
正
樹

（脇
元

）
利
正

木
津
谷
勝
行

（相
内

）
三
春

秋
田
谷
範
明

（桂
川
）

明

柏
谷
　
義
信

（相
内

）

稔

」̈』〕ご結婚

（鵬間　紀繊
｛椰勤一

（静鵜　和親
一樹に」）

（鵬刺よ囃向
一慟新一

（聟嗣　削諺
一肘涯一

（呻画　囃難
｛刺刺一

（′‐ヽ本回桐久舞子（（埼にド）

（癬はふ珂書
一磁岬｝

（麟け壽鋼技
一爛同一

（には　輛瑚
一畑断一

（神鋼　際一
一通瞳一

（ぃ耐漸江繊
一融岬一

（餃酬ふ療蘇
一悧勁一

（嘲劃　灘確
一仁戸一

（競
脚
　
妊
授
一時
同
一　
　
　
　
和
」
”
綱
」
綱
」
に

，
８４
歳

地域ぐるみで海岸清掃が行われています。浜ヘゴミを捨て

心ない人たちのために、道端もゴミの山


